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例）理学療法
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例）脳性麻痺による脳原性運動機能障
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１ １
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例）単独での移動手段として使用（病院受診や買い物等で使用する）

父・ヘルパー 普通乗用車

例）1.主にヘルパーが介助。ヘルパーがいない時間は家族が介助をする。

例）本人の住宅はアパートの１階部分。

坂道が多い

例）室内（玄関、リビングなど） 例）室内にて充電

例）ヘルパーや家族に依頼

１～３１～２

例）
普通型の車椅子でフラットな場所では、足で床や地面を蹴ることで数メートルの移動が出来る。

しかし上下肢ともに麻痺のため、路上において普通型の車椅子の操作は困難。自宅周辺の道路は

坂道で、さらに操作が難しいため、本人の生活・活動が制限されている状況である。
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評価者の氏名

※特記事項があれば記入

例）３．Ⅲの廊下の幅や歩道の幅は狭く、４．Ⅵの玄関から外に段差や道路上の段差がある

が、電動車いすを操作する上で、特に問題なし。



例） 1，2.普通免許を所持しており、交通規則の理解及び判断能力は問題ない。

例)1.眼鏡使用 裸眼（左右）０．４ 矯正（左右）１．０

2.異常なし

例）

・ユリーフ錠―１日２回

・ムコスタ錠―１日３回

例）

手すり使用して立位可。しかしバランスは不

安定。歩行は介護者の手引きで可能。自宅

内では普通型の車椅子を使用しているが、屋

外や長距離移動の際は介助を必要としてい

る状態。また操作時に下肢の伸展パターンが

増強し、全身の筋緊張亢進につながりやすい

※眠気等の副作用がないか確認するために必要です。

服薬が多い場合は、薬剤情報提供文書のコピー添付でも

メーカー名 ○○○

２

１０

操作評価を行った者の氏名

例）走行中に周囲の状況を判断する能力があり、歩行者等と十分な間隔をとり走行、停止すること

が可能。後退時の状況判断も問題なし。

方向転換時、幅の狭い道での上肢のコントロールに問題なく、飛び出し等の際はコントローラー

から上肢を離すことが可能。その他操作方法は特に問題なし。

姿勢の安定性、操作性の向上を図るために座位保持装置を必要とする。

手指の巧緻性に問題があるため、コントローラーを球ノブにすることで操作性の向上が見られる。

操作評価を行った業者名

例）

普通型車椅子の自力駆動が不可能で介助者である家族も車椅子の手押しが困難。その為、なかな

か外出できず家にいることが多い。電動車椅子での走行は右上肢の残存機能を活用しレバーのコン

トロールも良好でほぼ自立レベルで可能。今後、友人や単独での外出の機会を増やし、活動範囲を

広げることにより、社会性の向上が期待できる。

※問題がない場合でも「問題なし」と記入すること。


